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現在，全国各地で「自転車通行環境整備モデル地区」（国土交通省・警察庁）が指定され，一部ではその整備が進

められている．このモデル地区は都市的スケールで見れば都市の一部であり，自転車の利用範囲を考慮すると市町

村単位のネットワーク計画が必要と考えられる 1)．本論文では，客観的な都市データと，戦略的なエリア設定によ

り市域全体で同ネットワーク計画を検討した堺市の事例を，道路空間再構築の計画分野として報告する． 
 

１．目的 

自転車は，環境面，利便性，健康面などから重要かつ最

も身近な交通手段として見直され，官民による様々な取組

みが行われている．この状況のなか，堺市では「堺市の交

通ビジョン」等において『人と環境にやさしい交通まちづ

くり』を目標に掲げるとともに，「環境モデル都市」(2009

年 1 月)において低炭素型都市を構築するための重要な交

通手段として自転車を位置づけるなど，自転車を活用した

まちづくりに取り組んでいるところである. 

本論文では，市民や観光客にとって，一層利用しやすい

自転車走行環境を実現するため，GIS を活用した客観的な

都市データ指標の評価点とその重み付けによる自転車ネッ

トワーク形成計画の手法，また，戦略的なエリアゾーニン

グとそのテーマづくりによる積極的な自転車走行環境計画

の手法など，今後，さらに研究や具体的な検討が必要とな

る全市的な自転車ネットワーク計画面の実務的な策定方法

を，堺市を実例として記述する．この手法による計画づく

りが，市民との合意形成や説明責任を促進するツールの一

助になるものとして本論文を通して展開するものである． 

２．自転車走行空間ネットワーク計画の検討 

２－１ 自転車ネットワークの位置づけ 

堺市では，自転車を環境にやさしい交通手段の一つと

して位置づけ，歩行者・自転車利用者が安心安全・快適

に移動できるまちづくりを推進し，また，健康の増進及

び観光拠点等へのアクセス性向上を視野に入れた環境

づくりを自転車走行環境整備の主な目的としている． 

キーワード 道路空間再構築，自転車通行環境整備，

自転車道，自転車走行空間ネットワーク 
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２－２ 検討手順 

自転車ネットワーク計画の主な検討手順は図－１の

通りである．全市的な自転車走行ネットワーク計画の検

討にあたり，自転車需要だけではなく，観光などテーマ

に沿った設定エリアごとの都市データを路線候補選定

の評価指標とし，さらに路肩幅員等の道路空間再構築に

ついてのデータを詳細に調査し，都市的なニーズと事業

化へのマッチングを図っていることが特長である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３ 計画検討 

１）エリア設定とテーマ 

図－２の通り市域を５つのエリア

とし，先導的に整備を進める３エリア

についてはテーマを設定した． 

２）ネットワークの考え方 

ネットワークの選定では，概成区

間と緑道・河川敷等の既存の自転車

 

４．合意形成基礎資料 

● リーフレット   ● フォトモンタージュ成 

５．今後の方向性 
● 整備基本計画からアクションプランを含む整備計画へ 

● 自転車利用実態の把握 
● アクションプランの実施 
● 自転車利用環境の整備効果 
● 国土交通省方針を反映した整備内容の検討 

２．自転車走行可能路線調査 

● 関連道路計画 

● 自転車走行ルートの抽出・選定 

● 自転車走行可能路線 

● 課題整理 

１．自転車利用状況調査 

● 上位計画 

● 自転車利用，駐輪場設置の状況 

● 観光・文化拠点調査 

３．自転車走行環境整備に関する 

基本計画検討 
● エリア設定とテーマ 
● 自転車走行空間ネットワークの考え方 

● 自転車走行空間ネットワーク計画（案） 
・ 整備需要の高い区間 
・ ネットワーク上必要な区間 
・ 自転車走行空間ネットワーク路線 

● 整備パターンの考え方 
● 整備スケジュール，概算整備費 

● 自転車関連データマップ【GIS 形式】 

図－１ 検討手順 

図－２ エリア
設定とテーマ 
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走行空間を活かしつつ，整備需要の高い区間と，ネッ

トワーク上必要な区間によって，市全域を網羅した利

用しやすく整備効果が発揮しやすい自転車走行空間ネ

ットワークを形成する方針とした． 

３）ネットワーク計画（案） 

①整備需要の高い区間 

図－３に示すフローに従

い整備需要の高い区間の抽

出を行った．特に「各区間の

整備需要の順位付け」では，

表－１の各都市データの重

み付けと指標値の掛け合

わせによる定量的評価に

より，エリア毎の路線を

抽出した． 

②自転車走行空間ネ

ットワーク計画（案） 

抽出した「概成区間」，

「緑道・河川敷」，「整備

需要の高い区間」及び「ネットワーク形成上，必要な

区間」から抽出した路線より，各エリアのテーマ等を

踏まえ先導的な３エリアについて精査し，ネットワー

ク計画(案)を検討した．（図－４には自転車走行空間幹

線ネットワーク計画のイメージを示す．） 

４）走行空間の整備パターン（図－５） 

当計画では，路肩を走行空間とするパターンＡ，歩

道を走行空間とするパターンＢ，さらに路肩や歩道に

十分な空間がないため中央分離帯や車線幅員の減少等

の道路空間再構築により走行空間を確保するパターン

Ｃ（またはパターンＤ）に分類した． 

３．まとめ 

都市的スケールでの自転車走行空間ネットワーク計

画づくりの事例を報告した．今後，他都市においても

道路空間再構築を進めるにあたり，さらに安全快適な

道路空間を目指し，環境にもやさしい自転車利用を促

進するためには，都市ごとの特性を踏まえたうえで，

同様の検討が必要であると考えられる． 

市民や来訪者に利用しやすい自転車走行環境を実現

するには，既存の自転車走行空間を互いに連結すると

ともに，主要な交通結節点，公共施設，観光・文化拠

点等を結んだ市全域のネットワークを構築することが

重要であり．このような市町村単位のネットワーク形

成により，現在の主要交通手段である自動車から環境

負荷の少ない自転車への転換を図り，安心・安全で環

境にやさしいまちづくりを目指すことが有効と考える． 
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表－１ 整備需要の順位付
けに活用した都市データ 

図－３ 整備需要の高
い区間の抽出フロー 

各区間の現況調査 
・道路状況（各交通量、路肩等幅員） 
・拠点施設、関連計画など 

各区間の整備需要の順位付け 

整備需要の高い区間の抽出 

図－５ 走行空間の整備パターン 
（断面イメージは一例） 

パターンＡ 

パターンＢ 

① 自転車走行空間整備済みの路線であるか 

② 路肩幅員が 1.5m以上あるか 

④ 歩道有効幅員が 4.0m 以上あるか 

③ 歩道があるか 

 

YES 

 

NO 
既存の整備区間の活用 

（サインの設置、カラー化等） 

 

パターンA： 

路肩空間における自転車走行空間の 

確保 

パターンB： 

歩道上での自転車走行空間の構造的 

もしくは視覚的分離 

パターン C： 

道路空間の再配分による走行空間の創出※ 

パターンＤ： 

道路空間の再配分による走行空間の 

創出※（自歩道設置等） 

 

NO 
 

YES 

 

YES 

 

NO 

 

NO 

 

YES 

パターンＣ 

幹線ネットワークのイメージ 

図－４ 自転車走行空間幹線ネットワーク計画のイメージ 
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